
 

 

 

 

 

 

11 月 17 日（土）震災支援シンポジウムを行いました。 

宮城県石巻市より中野信行様をお迎えし、東日本大震災の体験をお話しいただきました。 

また、パネリストとして阪神淡路大震災の時に活動された、小林よう子様、宮本利幸様もご参加くださいました。 

当日は雨の中４０名近くの方が集まってくださり、貴重な体験をうかがうことができました。実体験からのお話は心に染み入るものでした。以下、中野様のお話を要約し

てお伝えしたいと思います。 

 

2011 年 3 月 11 日当日、大きく長い揺れがようやくおさまり、家族と車で避難しようとした直後の津波ですべてが流されてしまいました。10 メートルの防波堤を超えてく

る津波を目の当たりにしながら、命からがら高台の神社にたどり着き、そこで一夜を過ごされました。大変寒く雪の舞う夜に、避難された他の方々とともに、流されてき

た建物の木材を燃やして暖を取り寒い夜を越されました。 

避難所生活でのストレスは様々な形で子どもたちに現れました。夜中に中学生が電話で「とにかく死にたい」と訴えているのを偶然聞いてしまったり、幼児期の子ども

が駐車中の車の窓ガラスを割るという事件に遭遇するなど、本来の子どもたちの姿からはありえない、想像できない状況に対してどうにかしなくてはと感じ、大人も子ど

もも集うことができる「アリエッティのひろば」を立ち上げられました。 

「ひろば」では、夏の間は竹を割るところから流しそうめんをしたり、学生ボランティアと一緒に水遊びや鬼ごっこをしたり、子育てを応援するコミュニティ『ミーテ』の支

援による絵本選定や、『KAPLA 東北キッズプロジェクト』によるカプラの寄付による遊びの機会提供など、大人も子どもも楽しめるような活動を展開されています。また、

自分たちで生活していくための力をつけていくために、内職会社より内職を取ってきて、広場に集う方々と子どもたちを見守りながら、内職作業もされています。そしてそ

こで得たわずかな賃金を広場に集う方々に還元し生活費にあてておられます。 

しかし、そんな避難されている方々のよりどころである広場の存続のためには、ズバリズバリズバリズバリ！『！『！『！『費用費用費用費用』』』』がががが必要必要必要必要ですですですですと、被災地の子育て支援事業をサポ

ートされている「新座子育てネットワーク」代表の坂本様は断言されていました。 

支援物資はたくさん集まったそうです。しかし、何をするにもお金は必ず必要です。お金があれば現地の親子のニーズに応じて用いることができます。 

 

中野様の言葉の中で最も心に残っているのが、『こうして 2 歳の誕生日を迎えることができたのが、何よりも最高のお誕生日プレゼントなんだよ』と、震災の 3 日後に

お誕生日を迎えた中野様のお子さまにかけられたという言葉でした。お誕生日といえば何か特別なことをしてあげたい、何を買ってあげようかと思うのが親心かもしれ

ません。しかし、「お誕生日を迎えられたことが、最高のお誕生日プレゼント」という言葉には、本当に大切なものは何かという思いが強く込められていて、多くを教えら

れた言葉でした。 

 

このような大変な体験の中で、貴重なお話を聞かせてくださった中野信行様に感謝し、これからもさぽさぽでできることを続けていきたいと思います。 

何か特別なこととしてではなく、大きなこととしてでもなく、私たち一人一人の心の中に震災について考えることを常においておくことができる、震災復興支援の在り方や

取り組みを、さぽさぽをご利用の皆さまと考え、持続させていきたいと願っています。 

 

 

登壇者の皆さま 

シンポジウムの様子 さぽさぽをご利用の皆さまと阪神大

震災を振り返り、当時の状況や現在

感じていることなど、想いを寄せてい

ただき作成した掲示物。 

一歩スマイルの学生が、被災地でのボラ

ンティア活動を通して感じたことや、阪神

大震災の調査を集めた掲示物。 

さぽさぽでの震災支援のあゆみ 

中野さん⇒避難し一夜を過ごした神社で「お星さまがきれいだね」と言った子どもの言葉 

小林さん⇒家がつぶれ、その上に車がのっているような周囲の状況の中で、集まった子どもたちと

大縄をした時の子どもたちの目の輝き 

宮本さん⇒「子どもに柔道をやらせてください」という保護者の声により始めた柔道教室での子ども

たちの生き生きとした姿 

 

子どもたちの姿に大人は力をもらっているのかもしれない。 

そんな子どもたちの笑顔を守りたい！ 

子どもたちが元気でいれば、大人たちも少しは救われるかもしれない。 

子どもたちが元気でいるためには、大人の安定した精神状態が大きく影響するのではないか。 

私たちにできることは！？ 

 

☆登壇者 3 名のお話の中で共通して感じたこと☆ 

さぽさぽ運営委員作成の『地域子育て支援拠点ハンドブック』 

＝避難されてこられた親子を地域で迎え入れるために＝ 

阪神淡路大震災・新潟中越地震の時 

から学んだことまとめたパネル 


